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大野中学校区小中一貫教育研究会

大 野 学 園
廿 日市市立 大野西小 学校
廿 日 市 市 立 大 野 中 学 校

平成２７年度
廿日市市立大野西小学校
廿日市市立大野中学校

研究主題

「交流」のある授業づくりを通した
説明力の育成

はじめに

〇平成２７年度 『学びの変革』パイロット校事業指定校

〇平成２７年４月～施設一体型小中一貫教育推進校

〇小学校と中学校が連携した計画的・重点的な授業改善

の実施

〇昨年度までの「大野まなびのサイクル」の継承

②「めあて」を達成するための「交流」場面の設定

①分かりやすい「めあて」の提示

③「めあて」に対応した「振り返り（まとめ）」の実施

〇平成２４年度～平成２６年度，広島県の学力総合

対策事業指定

発表の柱

１ 研究主題設定の理由

２ 研究内容

３ 研究の実際

４ 成果と課題

研究主題設定の理由

〇昨年度までの研究の成果と課題

【成果】

〇小学校児童の学力が県平均値を上回るようになり，

中学校生徒も一定の成果が出てきている。

〇「大野まなびのサイクル」を意識した授業実践について，

９０％以上の授業者が肯定的評価をしている。

研究主題設定の理由

〇昨年度までの研究の成果と課題

【課題】

〇授業において，インプットが多く，アウトプットが少ない。

〇根拠や理由を明確にして表現する設問において，県平均値を

下回っている。

〇「交流」場面においては，児童生徒の発達段階に応じて，手法が

有効に機能するための改善策を考える必要がある。

「交流」のある授業づくりを通した
説明力の育成
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研究内容

「交流」のある授業づくりを通した
説明力の育成

「説明力」の定義

根拠や理由を付けて自分の思いや考えを相手に分かり
やすく伝える力

対象：自分・班や学級，学校の児童生徒・未知既知の人

手段：口述・記述・非言語

媒体：説明ツール・ノート・黒板・ホワイトボード・模造紙・画用紙

電子黒板・タブレット端末

研究内容

「交流」の定義
①「めあて」を達成するための手立てである。

②根拠や理由をつけて話したり書いたりする活動である。

③聞き手は，視点に沿って評価（ピア・フィードバック）する活動

である。

④学習形態（ペア・グループ・全体）には，とらわれない。

「交流」のある授業づくりを通した
説明力の育成

研究内容

【授業改善の指針】

①「振り返り（まとめ）」を書かせる視点を明確にし，「めあて」を

設定する。

②「交流」においては，相手に分かりやすく説明をさせるために，

「説明ツール」を活用する。

③「交流」においては，ピア・フィードバックを有効に機能させる

ために，「交流の視点」を明確に提示する。

④小中一貫した「取組の重点項目」を定め，具体的な取組を

行うことで，説明力や自己有用感を高める。

「交流」のある授業づくりを通した
説明力の育成

【授業改善の指針】

研究の実際

①「振り返り（まとめ）」を書かせる視点を明確にし，「めあて」
を設定する。

授業の終末段階で，「振り返り（まとめ）」を書く児童生徒の
姿を明確にして，「めあて」を提示する。

「振り返り（まとめ）」

「めあて」の提示

「めあて」を達成するための手立て

学習指導案

「本時の目標」

「めあて」

「ハイライトとなる
交流場面」

「本時のめざす
児童生徒の姿」

【授業改善の指針】
②「交流」においては，相手に分かりやすく説明をさせるため
に，「説明ツール」を活用する。

研究の実際

説明ツール

クラゲ
チャート

ロボット
チャート
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ロボット
チャート

【授業改善の指針】
②「交流」においては，相手に分かりやすく説明をさせるために，
「説明ツール」を活用する。

研究の実際

自分の考え 友達の考え

三角形の内角の和は１８０°
四角形の内角の和は３６０°
補助線

前提条件 補助線
三角形が１０個
１８０°×１０＝１８００°

考えと理由

補助線
四角形が５個
３６０°×５＝１８００°

五角形の内部を五角形でくりぬいて
できた図形の角の和は１８００

結論

クラゲ
チャート

【授業改善の指針】
②「交流」においては，相手に分かりやすく説明をさせるために，
「説明ツール」を活用する。

研究の実際

結論
表へのまとめ方は
①の方が良い。

１から順番に
並んでいると
調べやすい

２つの変
わり方を
まとめて
見ること
ができる

ばらばら
ではない

一目でわかる

根拠
①より変わり方
がわかる

ピア・フィードバック

聞き手

話し手

交流の視点

【授業改善の指針】
③「交流」においては，ピア・フィードバックを有効に機能させ
るために，「交流の視点」を明確に提示する。

研究の実際

【授業改善の指針】

④小中一貫した「取組の重点項目」を定め，具体的な取組を

行うことで，説明力や自己有用感を高める。

研究の実際

平成２７年度大野中学校区取組の重点項目

「説明力」を身に付けた児童・生徒の姿
表現する際の目指す姿 反応する際の目指す姿

小
学
校

１年
２年

大事なことを順序を考えて進んで表

現できる児童

相手の考えを受け止め，うなずくなど

して聞くことができる児童

３年
４年

自分の考えに理由を付けて表現で

きる児童

話し手の考えと自分の考えの相違点

に気を付けて聞き，言葉を返すことがで

きる児童

５年
６年

自分の意見の根拠を明確にして表

現できる児童

話し手の意図をとらえ，比べたり関連

付けたりして聞き，自分の意見をもつこ

とができる児童

中
学
校

７年
８年
９年

自分の意見を説得力をもって表現

できる生徒

話し手の意見を評価して聞き，説得

力をもって自分の意見を返すことのでき

る生徒

既習内容
自己の体験

個人思考

小中一貫した「大野まなび」のモデル

家庭学習

授業

説明ツール
ピア・フィードバック

説明ツール
ピア・フィードバック

自主学ノート
の奨励

ＩＣＴ機器

ＩＣＴ機器
家庭学習
強化週間
の実施

成果と課題

【成果】

①説明力の向上

7.95

7.95

84.1

20.6

34.7

44.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

誤答

正答

９月 １２月

自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝わるように発表を工夫する発展的な設題

校内調査問題
（第５学年） 国語科
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成果と課題

【成果】

①説明力の向上

8.0

8.0

84.1

16.3

28.3

55.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

誤答

正答

９月 １２月

校内調査問題
（第５学年）

自分の考えとその理由を明らかにして，相手に
分かりやすく説明する発展的な設題算数科

成果と課題

【成果】

①説明力の向上

国語科 自分の考えとその理由を明らかにして，相手に
分かりやすく説明する発展的な設題

理由や根拠を明確に
表現する問題
（第8学年）

15.1 

0.0 

84.9 

68.6 

9.1 

4.5 

86.4 

33.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無答率

誤答

準通過率（○＋△）

通過率（○）

７月 １２月

成果と課題

【成果】

①説明力の向上

理由や根拠を明確に
表現する問題
（第8学年）

自分の考えとその理由を明らかにして，相手に
分かりやすく説明する発展的な設題

理科

21.8

16.1

62.1

62.1

18.4

51.7

29.9

29.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無答率

誤答

準通過率（○＋△）

通過率（○）

７月 １２月

成果と課題

【成果】

①説明力の向上

5.2 

25.9 

25.6 

43.3 

6.2

32.0

42.3

19.6

0 10 20 30 40 50

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

ややあてはまる

よくあてはまる

５月 １２月

授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に
分かりやすく伝わるように発表を工夫しています。

児童生徒
アンケート
（第５学年児童）
（第８学年生徒）

成果と課題

【成果】

②「交流」の定着

授業では，効果的な交流場面を設定している。小中教職員
アンケート

0

0

56.5

43.5

0

14.3

61.9

23.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

ややあてはまる

よくあてはまる

７月 １２月

成果と課題

【成果】

③自己有用感の向上

0.3

13.7

47.1

38.9

11.3

25.8

34

28.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

ややあてはまる

よくあてはまる

５月 １２月

自分のよさは，まわりの人から認められていると思います。

児童生徒
アンケート
（第５学年児童）
（第８学年生徒）
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成果と課題

【課題】

①「説明ツール」の効果的な活用法や「交流の視点」に対する

児童生徒の相互評価の妥当性を高める指導を工夫する。

②児童生徒が主体的に活動するための「課題発見・解決学習」

についての指導を工夫する。

③児童生徒の自己有用感を更に高めるための指導を工夫する。

ご清聴ありがとうございました

大 野 学 園
廿 日 市 市 立 大 野 西 小 学 校
廿 日 市 市 立 大 野 中 学 校


